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県総合教育センター研修企画部
（所属校は令和５年度）

＜＜令和５年度長期研修生　研究主題一覧＞＞
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・研修内容の教科等、特別支援教育、教育臨床については、教育コンテンツ・データベース
「Wakaba」で閲覧することができます。

・千葉県総合教育センターWebサイトトップページ→学校支援／授業支援→学習指導案等で検
索してください。
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　日々の実践の中で、生徒の批判的思考力を育成することは社会科の使命でもあると感じたことが、
本研究を始めたきっかけである。本研究では、批判的思考力の育成に有効な社会科学習の在り方を明
らかにするため、自分自身の考えやそこに至るまでのプロセスを見直すことを促すダブルループ学習
を組み込んだ単元モデルを考案し、中学２年生を対象に授業を実施した。その結果、「最善の結論を見
出すための視点で考えること」と「反省的な思考を巡らすこと」につながり、批判的思考力の高まり
が見られた。
　本単元モデルは、他の単元でも活用できるモデルであるため、授業で広く活用していただき、今後
の千葉県を担う子供たちの成長につながれば幸いである。

　算数科における情意面の課題は、継続的に報告されている。ともすると知識・技能の定着ばかりが重視さ
れる算数科において、「算数はおもしろい」と児童が実感するために、数学のよさの感得に着目した。しかし
ながら、よさの感得は目には見えない。そこで、「数学のよさの感得の様相を捉える枠組み」を作成し、小
学校第４学年「概数」の単元において、枠組みに基づいて児童を見取り、児童の様相に応じた言葉掛
けを行った。また、指導計画上によさを位置付け、単元を通して枠組みに基づく学習指導を行うだけ
でなく、よさが明示的になる比較や振り返る場面の設定も取り入れた。その結果、学力差に関係なく
多くの児童が数学のよさを感得できた。今後は作成した枠組みが他の単元でも有効か検証する。

　科学技術が急速に発展する現代、どのように作るか等の「方法」以上に、何を作るか、何のために
作るのかという「目的」を考えることが、これからの子供たちに必要不可欠な力になると考える。そ
こで、生活上の問題を見いだし、個に応じて課題を設定する力を高めるために、中学校第１学年を対
象に、材料と加工における導入題材の製作を通した学習の指導法に工夫を講じた。実践的推論プロセ
スを用いた導入時の試作品・構想物の製作を通じて、知識・技能、見方・考え方、技術的な視点を養
うことで、身近な生活の中から自己や家族に関する問題を見いだし、解決に向けて個に応じて課題を設定す
る力を高めることができた。今後はこの一連の学習の流れを他の内容にも適用させ、効果を検証したい。
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批判的思考力を高めるための社会科学習の在り方
-ダブルループ学習を組み込んだ地理的分野「関東地方」の学習を通して-

数学のよさの感得の様相を捉える枠組みに基づく学習指導
-小学校第４学年「概数」の実践を通して-

生活上の問題を見いだし、個に応じて
課題を設定する力を高める学習指導法の研究

-材料と加工に関する導入時の指導方法を通して-
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令和５年度　長期研修生の研究の紹介


